
第７３回ナノサイエンスデザイン教育研究センター運営委員会議事要旨 

 
日 時：平成２７年９月８日（火）１５：３２～１６：４２ 
場 所： 【吹田】ＩＣホール４階 会議室 

【豊中】文理融合型研究棟３階 ３０４会議室 
出席者：戸部委員長（基）、野末（理）、伊藤（ﾅﾉｾﾝﾀｰ）、中澤（理）、宇野（薬）、森川（工）、

保田（工）、酒井（基）、吉田（陽）（産研）、斗内（ﾚｰｻﾞｰ）、小川（ﾅﾉｾﾝﾀｰ） 

 
連絡事項 
委員長から、前回（７月１４日）開催の第７２回運営委員会の議事要旨（案）について

は、各委員に意見照会し、特に意見がなかったことから、資料２のとおり確定した旨の報

告があった。 

 
【報告事項】 
１．INSD Summer School 2015 の結果について 

  委員長から、資料３に基づき、INSD Summer School 2015 の結果について報告があっ

た。 

 
２．INSD Seminar No.14 (7/27) の開催結果について 

委員長から、資料４に基づき、INSD Seminar No.14 (7/27) の開催結果について報告

があった。 

 
３．第２回ナノ理工学情報交流会（9/30）の共催について 

委員長から、資料５に基づき、第２回ナノ理工学情報交流会（9/30）の共催について報

告があった。 

 

４．社会人教育後期始業式（10/2）の開催と特別講義について 
  委員長から、資料６に基づき、社会人教育後期始業式（10/2）の開催と特別講義につい

て報告があった。 

 
５．2015 年度土曜講座「ナノテクノロジーデザイン論Ｂ」の開講について 

  委員長から、2015 年度土曜講座「ナノテクノロジーデザイン論Ｂ」の開講について報

告があった後、伊藤委員からスケジュール等の補足説明があった。 

 
６．平成 28 年度概算要求について 

  委員長から、平成 28 年度概算要求について進捗状況の報告があった。 

 
７．文部科学省科学技術・学術政策局の科学技術人材育成のコンソーシアムの構築事業に

ついて 
  委員長から、文部科学省科学技術・学術政策局の科学技術人材育成のコンソーシアム

の構築事業の実施に関して、2 名の教員公募開始をはじめとする今後の予定等について報

告があった。 

 
８．その他 
 １）三重県津高校の SSH 実習について 

委員長から、８月７日開催の三重県津高校の SSH 実習について報告があった。 



 
 ２）平成 27 年度「職業実践力育成プログラム」（BP）の認定に関する公募について 

委員長から、資料７に基づき、平成 27 年度「職業実践力育成プログラム」（BP）の

認定に関する公募内容について説明があり、申請を行う方向で検討中である旨報告が

あった。 

 
【審議事項】 
１．教員人事について 

  委員長から、資料８に基づき、教員の辞職、並びに招へい教員の受入れについて説明

があり、審議の結果、承認された。 

  また、委員長から、資料９に基づき、兼任教員の追加について説明があり、審議の結

果、承認された。 

 
２．日越大学大学院サステナビリティ研究科ナノテクノロジーコースへの参画について 

  委員長から、資料１０に基づき、日越大学大学院サステナビリティ研究科ナノテクノ

ロジーコースへの参画について、諸問題を踏まえて説明があった。また、センターの執

行部で検討の結果、Introduction to nanoscience and nanotechnology（物理・化学・生

物系学生対象）、 Selected topics in nanophysics の２科目に、オムニバス形式により 1
科目に対して４～５名の教員が、遠隔講義、現地（集中）講義を混ぜて参加することと

してはどうかとの提案が併せてあり、審議の結果、承認され、本件の工学研究科担当教

員へ伝えることとなった。 
 
３．ナノ理工学社会人ＤＣ特別コースについて 
  委員長から、資料１１に基づき、ナノ理工学社会人ＤＣ特別コースについての概要説

明、並びに平成２８年度から社会人特別選抜の枠内で募集を開始したい旨説明があり、

審議の結果、承認された。なお、関連の各専攻へは、センターとしての標準的な基準等

を示すなど、各専攻が受入れやすいよう、検討のうえ説明していく必要がある旨確認が

なされた。 

 

４．その他 

 １）来年度以降の運営予算について 

  委員長から、教員人件費に係る自己負担の増加と、実験スペースの新たな課金に伴

い、寄附金の積立金を含めても大幅な赤字が予想されるため、可能な限り支出を制限

したい旨説明があり、了承された。 

また、来年度予算の状況が見えない段階であるが、時間的な制約もあるため、社会

人学生向けのシラバスや、副専攻プログラム等の準備に着手することの確認がなされ

た。 

 
 
※次回開催日程について 
次回は、平成２７年１０月１３日（火）１５：３０から吹田地区はＩＣホール４階会議

室で、豊中地区は文理融合型研究棟３階３０４会議室にて開催予定 

 


